
                                            

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『さくらっ子おむすび』募集中 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 さくら小では毎年、食に興味関心を高めるため 12 月にさくらっ子おむすび、１月には自分

で作るおむすび給食を実施しています。 

おむすびは日本発祥の料理で、弥生時代（現在の形での起源は平安時代）から食べられてい

たと言われています。おにぎり、にぎりめしなど呼び名があり、三角形やたわら型など形も様々

です。最近では朝ドラやおむすびニッポンなどのテレビでも放送されています。 

今年度は『さくらっ子おむすび大集合』として実施します。家族とともに作ったおむすびや

アイディアいっぱいの自分だけのおむすびを作ってみてはいかがでしょうか。ご協力お願いし

ます。用紙は別途配布してあります。 

給食目標  

寒さに負けない 

食事をしよう 

  

 

 いよいよ 12 月、今年もあとわずかになりました。 

 朝夕一段と冷え込むようになり、気温の変化に体がついて

いけずに、体調を崩す人が増える時期です。インフルエンザ、

ノロウイルス、新型コロナ、かぜなどへの予防には、せっけ

んを使った丁寧な手洗い・うがいが大切です。外から戻った

とき、食事の前には必ず手洗い・うがいをしましょう。 

 

 

 

 

日本人は、古くからおむすびが大好き。 

 今から二千年ほど前の弥生遺跡から、炭化したおむすびが出土しており、女王の卑弥呼

も食べていたのではないだろうか。 

 神話の時代、万物を生み出す力を「産霊（むすひ）」と呼んだ。その頭に「お」をつけ

たのが「おむすび」。命を生み出す力、命をこの世に結びつけてくれる物が、おむすびな

のだ。 

 昔から地震などの災害があると炊きだしが行われ被災者に配られた。阪神・淡路大震災、

東日本大震災、能登半島地震の時も各地で実行され、世界の称賛をあびた。 

 最近、このおむすびが健康食として注目されている。にぎったおむすびは、時間が経過

すると、お米のデンプンがレジスタンドスターチという一種の食物繊維になり、整腸作用

やダイエット効果が高くなることが分かってきた。おむすびを食べて、長生きをする時代

がやってきたのである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝ごはん 毎日食べて パワフル全開 

のこさずに 命にかんしゃし おいしいな 

朝ごはん 体はもちろん 心もアップ 

おいしそう 手をあわせて さあ食べよう 

ごはん食べ 元気モリモリ がんばろう 

いただきます おなかいっぱい 笑顔いっぱい 

朝ごはん しっかりたべて げんきもりもり 

家族で ３食 たのしいな 

きゅうしょくを のこさずたべる わたしのもくひょう 

          

      食育標語紹介   

好ききらいを続けていると栄養のバランスが崩れ、体の抵抗力が弱くなってしまいます。

冬においしい魚や野菜、果物を上手に使って、かぜをひかないための大切な栄養素をしっか

りとりましょう。 

お知らせ    12 月 18 日にセレクトデザートは、チョコケーキ 239 人 

いちごのケーキ 126 人 はちみつレモンゼリー66 人でした。 

 


